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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
東
方
遊
紙
符
伝

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
９
３
６
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ｔ
ｏ
ｓ
ｉ
ｋ
ｉ
６

【
あ
ら
す
じ
】

　
１
人
の
少
年
が
幻
想
郷
の
住
人
と
遊
戯
王
で
デ
ュ
エ
ル
す
る
と
か
し
な
い
と

か
（
笑
）
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序
章
（
前
書
き
）

と
り
あ
え
ず
主
人
公
（
ｔ
ｏ
ｓ
ｉ
ｋ
ｉ
６
）

が
こ
れ
か
ら
使
う
デ
ッ
キ
の
情
報
は
こ
ち
ら

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
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ｘ
２
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ｐ
ｅ
ｐ
ｓ
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ｊ
ｐ
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ｔ
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ｓ
ｉ
ｋ
ｉ
６
２
４
８
／

ｓ
ｂ
ｂ
ｓ
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ｃ
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ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
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ｐ
ｈ
ｐ
？
ｇ
ｕ
ｉ
ｄ
＝
ｏ
ｎ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
＿

ｃ
ｕ
ｓ
＝
ｌ
ｗ
ａ
ｍ
ｃ
ｅ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ｃ
ｎ
＝
２
６
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ｔ
ｎ
ｕ
ｍ
＝

２
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序
章

う
っ
・
・
・
・
・

目
覚
め
た
ら
そ
こ
は
、
古
臭
く
ボ
ロ
く
て
、
周
り
が
物
だ
ら
け
で
狭
い
小
屋
に

い
た
。

ｔ
「
こ
こ
は
・
・
・
・
・
」

と
に
か
く
自
分
が
今
何
処
に
い
る
の
か
が
理
解
出
来
な
か
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
、

起
き
あ
が
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
左
腕
が
妙
に
重
い
。

ｔ
「
こ
れ
は
・
・
・
・
・
。
デ
ュ
エ
ル
デ
ィ
ス
ク
！
？
」

左
腕
を
見
る
と
デ
ュ
エ
ル
デ
ィ
ス
ク
が
装
着
さ
れ
て
い
た

ｔ
「
何
故
に
デ
ュ
エ
ル
デ
ィ
ス
ク
が
・
・
・
・
・
」

そ
の
時
だ
っ
た
、
誰
か
が
小
屋
に
や
っ
て
き
た
。

霖
「
た
だ
い
ま
～
」

や
っ
て
き
た
人
物
の
顔
を
見
る
と
、
誰
な
の
か
す
ぐ
に
分
か
り
、
そ
し
て
こ
こ

が
何
処
な
の
か
が
す
ぐ
に
分
か
っ
た
。

霖
「
お
や
、
目
覚
め
た
か
い
？
」

ｔ
「
あ
あ
、
は
い
?
」

霖
「
そ
ん
な
に
慌
て
な
く
て
い
い
よ
。
僕
は
霖
之
助
、
宜
し
く
」

ｔ
「
僕
の
名
前
は
ｔ
ｏ
ｓ
ｉ
ｋ
ｉ
６
で
す
」

霖
「
へ
ぇ
～
。
早
速
だ
け
ど
君
に
頼
み
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
」

ｔ
「
？
」

霖
「
実
は
今
こ
の
幻
想
郷
で
は
、
デ
ュ
エ
ル
大
会
が
行
わ
れ
て
い
る
ん
だ
。
そ

の
デ
ュ
エ
ル
大
会
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」

ｔ
「
は
い
。
是
非
参
加
さ
せ
て
下
さ
い
」

霖
「
あ
り
が
と
う
」

ｔ
「
い
え
い
え
、
デ
ュ
エ
ル
な
ら
得
意
中
の
得
意
で
す
か
ら
」

霖
「
で
は
、
こ
の
大
会
の
ル
ー
ル
を
説
明
す
る
ね

１
、
ま
ず
デ
ュ
エ
ル
の
ル
ー
ル
は
普
通
の
公
式
ル
ー
ル
て
行
う
よ

２
、
大
会
の
期
間
は
３
日
間
だ
よ
ち
な
み
に
ま
だ
１
日
目
だ
か
ら
安
心
し
て
。



4

３
、
そ
の
３
日
間
で
出
来
る
だ
け
多
く
デ
ュ
エ
ル
し
て
、
勝
率
が
多
い
人
が
予

選
突
破
出
来
る
ん
だ
よ
。

以
上
そ
れ
だ
け
だ
よ
」

ｔ
「
分
か
り
ま
し
た
」

霖
「
そ
れ
と
、
そ
の
左
腕
に
装
着
し
て
る
の
は
デ
ュ
エ
ル
デ
ィ
ス
ク
で
・
・
・
・

・
」

ｔ
「
あ
っ
、
そ
れ
は
分
か
っ
て
ま
す
」

霖
「
そ
う
か
い
。
な
ら
い
い
や
（
説
明
が
省
け
る
し
）
」

ｔ
「
で
は
、
３
日
間
し
か
な
い
し
、
そ
ろ
そ
ろ
。
」

霖
「
そ
う
だ
ね
。
最
後
に
、
こ
の
大
会
に
は
人
間
妖
怪
妖
精
等
種
族
を
問
わ
な

い
か
ら
、
注
意
し
て
ね
。
じ
ゃ
あ
、
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

ｔ
「
行
っ
て
き
ま
す
～
?
」

こ
う
し
て
俺
の
デ
ュ
エ
ル
戦
が
始
ま
っ
た
（
笑
）
。
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最
強
の
妖
精
?
（
前
書
き
）

え
～
と

ど
も
＼
（
＾
＿
＾
）
ｔ
ｏ
ｓ
ｉ
ｋ
ｉ
６
で
す

今
回
は
タ
イ
ト
ル
通
り
、
最
強
の
妖
精
（
？
）
?
が
出
ま
す
（
笑
）
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最
強
の
妖
精
?

・
・
・
・
・
・

ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な
る
と
は
誰
も
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
ろ
う
。

現
在
い
る
場
所
が
魔
法
の
森
な
の
だ
が
・
・
・
・
・
・

道
に
迷
っ
た
ー
！

こ
の
先
俺
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
・
・

ｔ
「
・
・
・
・
・
無
理
だ
。
こ
の
森
か
ら
抜
け
だ
す
の
は
」

完
全
に
諦
め
か
け
た
そ
の
時
だ
っ
た
。
一
つ
の
名
案
（
？
）
が
浮
か
ん
だ
。

そ
の
名
案
と
は
、
適
当
に
進
む
！
！

も
う
迷
っ
て
る
か
ら
何
の
問
題
も
無
い
だ
ろ
う

と
い
う
訳
で
適
当
に
走
っ
て
進
み
始
め
た
。

少
年
移
動
中
・
・
・
・
・

☆
☆
☆
☆
一
時
間
後
☆
☆
☆
☆

完
全
に
迷
っ
た
（
笑
）

し
か
も
走
っ
た
た
め
、
息
切
れ
状
態
?

と
り
あ
え
ず
そ
の
場
に
座
り
込
み
休
憩
す
る
事
に
し
た
。

そ
の
時
だ
っ
た
。

ど
こ
か
ら
水
の
跳
ね
る
音
が
し
た
。

行
く
所
も
無
い
た
め
そ
ち
ら
に
自
然
と
走
っ
て
行
っ
た
。

す
る
と
湖
が
あ
っ
た
。

ｔ
「
よ
っ
し
ゃ
ー
。
魔
法
の
森
か
ら
抜
け
だ
せ
た
～
」

チ
「
お
っ
？
あ
ん
た
誰
な
の
？
」

ｔ
「
俺
の
名
は
ｔ
ｏ
ｓ
ｉ
ｋ
ｉ
６
だ
け
ど
何
か
？
」

チ
「
ふ
～
ん
。
ア
タ
イ
は
チ
ル
ノ
。
幻
想
郷
で
最
強
の
妖
精
よ
」

ｔ
「
ぷ
っ
（
笑
）
」

思
わ
ず
俺
は
笑
っ
て
し
ま
っ
た
チ
「
な
っ
！
、
何
よ
。
最
強
の
ア
タ
イ
を
馬
鹿

に
し
た
わ
ね
。
こ
う
な
っ
た
ら
こ
の
遊
戯
王
っ
て
奴
で
あ
ん
た
を
叩
き
の
め
し

て
あ
げ
る
わ
」
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ｔ
「
い
や
、
別
に
馬
鹿
に
は
し
て
無
い
ん
だ
が
。
多
分
・
・
・
・
。
ま
あ
い
い

か
。
そ
の
デ
ュ
エ
ル
受
け
て
た
つ
！
」

■
■
■
■
決
闘
開
始
■
■
■
■

チ
「
ま
ず
は
ア
タ
イ
の
タ
ー
ン
よ
。
ド
ロ
ー
」

チ
「
カ
ー
ド
を
二
枚
伏
せ
て
。
マ
シ
ュ
マ
ロ
ン
を
攻
撃
表
示
で
召
喚
し
て
、
タ

ー
ン
エ
ン
ド
よ
」

ｔ
「
ぷ
っ
（
笑
）
」

チ
「
ま
た
笑
っ
た
わ
ね
。
最
強
の
ア
タ
イ
を
こ
こ
ま
で
怒
ら
せ
る
な
ん
て
・
・
・

・
。
手
加
減
は
し
な
い
わ
。
本
気
で
あ
ん
た
を
叩
き
の
め
す
わ
」

や
べ
っ
、
か
な
り
怒
っ
て
る

ｔ
「
俺
の
タ
ー
ン
。
ド
ロ
ー
」

ｔ
「
闇
魔
界
の
戦
士
ダ
ー
ク
ソ
ー
ド
を
召
喚
。
闇
魔
界
の
戦
士
ダ
ー
ク
ソ
ー
ド

で
マ
シ
ュ
マ
ロ
ン
に
攻
撃
！
！
」

チ
「
か
か
っ
た
わ
ね
」

ｔ
「
！
？
」

チ
「
罠
発
動
。
聖
な
る
バ
リ
ア
―
ミ
ラ
ー
フ
ォ
ー
ス
！
」

ｔ
「
何
！
」

チ
「
こ
の
罠
で
あ
ん
た
の
モ
ン
ス
タ
ー
は
破
壊
さ
れ
る
わ
」

ｔ
「
く
っ
・
・
・
・
・
」

舐
め
て
か
か
る
と
こ
の
デ
ュ
エ
ル
負
け
る
な
・
・
・
・
・
?

ｔ
「
カ
ー
ド
を
２
枚
伏
せ
て
タ
ー
ン
エ
ン
ド
」

チ
「
ア
タ
イ
の
タ
ー
ン
。
ド
ロ
ー
」

チ
「
マ
シ
ュ
マ
ロ
ン
を
守
備
表
示
に
し
て
、
モ
ン
ス
タ
ー
を
セ
ッ
ト
し
て
タ
ー

ン
エ
ン
ド
よ
」

ｔ
「
俺
の
タ
ー
ン
。
ド
ロ
ー
」

ｔ
「
手
札
よ
り
闇
の
誘
惑
を
発
動
。
デ
ッ
キ
か
ら
２
枚
ド
ロ
ー
し
て
、
手
札
の

ダ
ー
ク
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
除
外
す
る
。
そ
し
て
、
ダ
ー
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー
ゾ
ン

パ
イ
ア
を
召
喚
し
て
、
裏
側
の
モ
ン
ス
タ
ー
に
攻
撃
！
」

チ
「
く
っ
・
・
・
・
ア
タ
イ
の
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ワ
ー
が
・
・
・
」

ｔ
「
こ
れ
で
タ
ー
ン
エ
ン
ド
」
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チ
「
ア
タ
イ
の
タ
ー
ン
。
ド
ロ
ー
」

チ
「
罠
発
動
、
リ
ビ
ン
グ
デ
ッ
ド
の
呼
び
声
！
。
さ
っ
き
戦
闘
で
破
壊
さ
れ
た
、

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ワ
ー
を
特
殊
召
喚
し
て
、
２
体
を
生
け
贄
に
し
て
、
ア
タ
イ

の
最
強
の
切
り
札
、
青
氷
の
白
夜
龍
を
召
喚
！
」

ブ
ル
ー
ア
イ
ス
ホ
ワ
イ
ト
ナ
イ
ツ
ド
ラ
ゴ
ン

ｔ
「
馬
鹿
な
っ
・
・
・
・
・
」

チ
「
青
氷
の
白
夜
龍
で
ダ
ー
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー
ゾ
ン
パ
イ
ア
を
攻
撃
」

ｔ
「
く
っ
（
ラ
イ
フ
４
０
０
０
↓
２
１
０
０
）
っ
て
ラ
イ
フ
が
４
０
０
０
だ
と

！
」

チ
「
あ
ん
た
馬
鹿
な
の
こ
の
大
会
で
は
ラ
イ
フ
は
４
０
０
０
な
の
よ
」

霖
之
助
エ
エ

ｔ
「
俺
の
タ
ー
ン
ド
ロ
ー
」

ｔ
「
モ
ン
ス
タ
ー
を
セ
ッ
ト
し
て
タ
ー
ン
エ
ン
ド
」

チ
「
最
強
の
ア
タ
イ
を
前
に
成
す
術
な
し
ね
。
ア
タ
イ
の
タ
ー
ン
ド
ロ
ー
」

チ
「
青
氷
の
白
夜
龍
で
裏
側
モ
ン
ス
タ
ー
に
攻
撃
」

ｔ
「
く
っ
・
・
・
・
ダ
ー
ク
シ
ー
・
フ
ロ
ー
ト
が
っ
・
・
・
・
」

チ
「
タ
ー
ン
エ
ン
ド
よ
」

ニ
ヤ
リ
（
笑
）

チ
「
何
が
お
か
し
い
の
！
？
」

ｔ
「
ま
さ
か
こ
う
も
ま
ん
ま
と
俺
の
罠
に
は
ま
る
と
は
・
・
・
・
」

チ
「
嘘
っ
・
・
・
・
」

ｔ
「
嘘
じ
ゃ
な
い
ぜ
。
俺
の
タ
ー
ン
ド
ロ
ー
」

ｔ
「
出
で
よ
ダ
ー
ク
・
ア
ー
ム
ド
ド
ラ
ゴ
ン
！
！
」

チ
「
何
こ
の
ド
ラ
ゴ
ン
・
・
・
・
。
で
、
で
も
攻
撃
力
な
ら
青
氷
の
白
夜
龍
の

方
が
上
よ
！
」

ｔ
「
ダ
ー
ク
・
ア
ー
ム
ド
ド
ラ
ゴ
ン
の
効
果
発
動
」

チ
「
！
？
」

ｔ
「
墓
地
の
闇
属
性
モ
ン
ス
タ
ー
、
ダ
ー
ク
シ
ー
・
フ
ロ
ー
ト
を
除
外
し
て
、

青
氷
の
白
夜
龍
を
破
壊
す
る
」

チ
「
嘘
・
・
・
・
・
ア
タ
イ
の
青
氷
の
白
夜
龍
が
・
・
・
・
・
」

ｔ
「
ダ
ー
ク
・
ア
ー
ム
ド
ド
ラ
ゴ
ン
で
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
タ
ッ
ク
！
」
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チ
「
ぐ
う
っ
・
・
・
・
・
（
ラ
イ
フ
４
０
０
０
↓
１
２
０
０
）
で
も
、
次
の
タ

ー
ン
で
逆
転
で
き
る
カ
ー
ド
を
引
け
ば
・
・
・
・
」

ｔ
「
ま
だ
だ
、
罠
発
動
リ
ビ
ン
グ
デ
ッ
ド
の
呼
び
声
！
」

チ
「
え
？
」

ｔ
「
墓
地
の
闇
魔
界
の
戦
士
ダ
ー
ク
ソ
ー
ド
を
召
喚
し
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
タ

ッ
ク
！
！
こ
れ
で
終
わ
り
だ
あ
あ
」

チ
「
う
わ
あ
あ
あ
（
ラ
イ
フ
１
２
０
０
↓
０
）
」

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
ｔ
「
よ
し
っ
！
ま
ず
は
一
勝
」

チ
「
負
け
た
・
・
・
・
・
。
最
強
の
ア
タ
イ
が
・
・
・
・
。
で
も
良
い
デ
ュ
エ

ル
だ
っ
た
わ
。
ま
た
や
ろ
う
う
ね
?
」

ｔ
「
あ
あ
。
ま
た
や
ろ
う
」

チ
「
次
こ
そ
は
あ
ん
た
を
叩
き
の
め
す
わ
」

ｔ
「
叩
き
の
め
す
っ
て
・
・
・
・
・
?
」

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
ス
テ
ー
ジ
へ
・
・
・
・
・
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悪
運
す
ぎ
る
?
（
前
書
き
）

ど
う
も
ｔ
ｏ
ｓ
ｉ
ｋ
ｉ
６
で
す

前
の
話
で
少
し
ル
ー
ル
を
変
更
し
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
を
公
式
デ
ュ
エ
ル
で
は
８
０
０
０
で
す
が
、
ア
ニ
メ
遊
戯
王

と
同
じ
４
０
０
０
に
し
ま
し
た
（
笑
）

そ
れ
と
、
今
回
は
デ
ュ
エ
ル
は
し
ま
せ
ん
?

次
回
は
い
き
な
り
デ
ュ
エ
ル
か
ら
始
ま
り
ま
す
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悪
運
す
ぎ
る
?

よ
っ
し
ゃ
ー

ま
ず
は
一
勝
（
笑
）

チ
ル
ノ
に
勝
っ
た
ぜ
～

と
心
の
中
で
叫
び
な
が
ら
湖
を
後
に
し
よ
う
と
し
た
時
だ
っ
た
。

ふ
と
斜
め
上
を
見
れ
ば
・
・
・
・
・
・

今
ま
で
の
自
分
の
方
向
音
痴
で
の
苦
労
が
無
駄
だ
っ
た
と
思
っ
た
。
ｏ
ｒ
ｚ

何
故
な
ら
、
斜
め
上
に
紅
魔
館
が
あ
っ
た
か
ら
だ
・
・
・
・
・

ｔ
「
・
・
・
・
・
・
。
斜
め
上
さ
え
見
て
か
ら
歩
け
ば
こ
ん
な
苦
労
は
な
か
っ

た
の
だ
が
・
・
・
・
・
」

チ
「
あ
ん
た
。
本
当
に
バ
カ
ね
ぇ
～
」

と
、
チ
ル
ノ
が
後
ろ
か
ら
呟
い
た

ｔ
「
は
い
・
・
・
・
バ
カ
で
す
・
・
・
・
?
」

チ
「
ア
タ
イ
は
天
才
だ
か
ら
ね
?
」

チ
ル
ノ
に
バ
カ
に
さ
れ
た
・
・
・
・
・
・

一
言
で
表
す
な
ら

オ
ワ
タ
＼
（
＾
ｏ
＾
）
／

ま
あ
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
紅
魔
館
を
目
指
し
走
り
初
め
た
?

少
年
移
動
中
・
・
・
・
・

ｔ
「
ゼ
ェ
、
ゼ
ェ
」

と
り
あ
え
ず
紅
魔
館
に
着
い
た
が
、
息
切
れ
中
?

美
「
Ｚ
Ｚ
Ｚ
・
・
・
・
・
?
」

や
は
り
紅
魔
館
の
門
番
、
紅
美
鈴
は
寝
て
る

と
ま
あ
、
紅
魔
館
に
侵
入

ｔ
「
お
邪
魔
し
ま
す
」

礼
儀
正
し
く
言
っ
た
つ
も
り
だ
が
、
よ
く
考
え
れ
ば
、
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
で
も
す

れ
ば
良
か
っ
た
と
思
っ
た
時
だ
っ
た
。

い
き
な
り
ナ
イ
フ
が
何
処
か
ら
と
も
な
く
、
何
本
も
飛
ん
で
来
た
。
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ｔ
「
ち
ょ
っ
・
・
・
・
・
。
危
な
っ
・
・
・
・
」

ギ
リ
ギ
リ
避
け
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
右
腕
を
ナ
イ
フ
が
多
少
か
す
っ
た
。

ｔ
「
う
っ
・
・
・
・
・
」

咲
「
お
嬢
様
は
忙
し
い
の
で
と
っ
と
と
お
帰
り
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
？
」

紅
魔
館
の
メ
イ
ド
十
六
夜
咲
夜
が
爽
や
か
な
笑
顔
で
ゆ
っ
て
き
た
。

逆
に
そ
れ
が
怖
か
っ
た

咲
「
早
く
お
帰
り
に
な
っ
て
下
さ
い
。
で
な
い
と
・
・
・
・
・
・
」

ｔ
「
わ
っ
、
わ
か
っ
た
」

と
、
言
っ
て
俺
は
多
少
震
え
な
が
ら
逃
げ
た

そ
し
て
紅
魔
館
の
門
を
出
た
時
だ
っ
た
。

何
者
か
が
も
の
す
ご
い
勢
い
で
飛
ん
で
き
て
、
俺
を
ぶ
っ
飛
ば
し
た

ｔ
「
グ
ハ
っ
・
・
・
・
・
」

文
「
あ
や
や
や
？
」

ぶ
っ
飛
ば
さ
れ
た
衝
撃
で
ゲ
◯
を
吐
き
そ
う
だ
っ
た

ｔ
「
オ
エ
ッ
。
」

そ
の
ま
ま
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
「
あ
や
？
気
が
つ
き
ま
し
た
か

？
」

ｔ
「
あ
あ
、
な
ん
と
か
」

と
か
言
い
な
が
ら
右
腕
を
見
る
と
包
帯
が
巻
か
れ
て
た
。

文
「
先
ほ
ど
は
、
す
い
ま
せ
ん
。
い
き
な
り
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
て
。
」

ｔ
「
い
や
別
に
も
う
い
い
だ
が
・
・
・
・
・
そ
れ
よ
り
、
右
腕
に
包
帯
を
巻
い

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
」

文
「
い
や
い
や
別
に
・
・
・
・
。
所
で
あ
な
た
は
一
体
？
」

ｔ
「
あ
、
俺
は
ｔ
ｏ
ｓ
ｉ
ｋ
ｉ
６
だ
」

文
「
ほ
ほ
う
、
変
わ
っ
た
名
前
で
す
ね
。
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
す
か
？
」

そ
り
ゃ
そ
う
だ
ろ
誰
が
聞
い
た
っ
て
こ
の
名
前
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
だ
ろ
（
笑
）

ｔ
「
そ
れ
よ
り
、
こ
こ
っ
て
何
処
だ
？
さ
っ
き
ま
で
は
紅
魔
館
に
い
た
は
ず
じ

ゃ
・
・
・
・
」
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文
「
こ
こ
は
妖
怪
の
山
の
少
し
下
に
あ
る
滝
で
す
よ
」

ｔ
「
ふ
ー
ん
」

文
「
で
は
私
は
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
辺
り
で
・
・
・
・
」

ｔ
「
あ
あ
」

と
言
っ
て
射
命
丸
文
は
去
っ
て
い
っ
た

ｔ
「
し
っ
か
し
、
何
処
か
に
決
闘
者
が
い
な
い
か
な
～
」

に
「
私
な
ら
い
る
け
ど
」

ｔ
「
う
お
っ
・
・
・
・
・
び
っ
く
り
し
た
～
」

後
ろ
か
ら
声
が
聞
こ
え
た
の
で
振
り
返
っ
た
ら
河
童
の
妖
怪
、
河
城
に
と
り
が

い
た

に
「
そ
ん
な
に
驚
か
な
く
て
も
?
」

ｔ
「
い
や
、
び
っ
く
り
し
た
～
」

に
「
所
で
、
お
前
も
決
闘
者
な
の
か
？
」

ｔ
「
も
ち
ろ
ん
」

に
「
な
ら
、
人
間
と
は
昔
か
ら
の
仲
だ
、
私
と
デ
ュ
エ
ル
し
よ
う
」

ｔ
「
Ｏ
Ｋ
」

デ
ュ
エ
ル
開
始
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
次
回
へ
（
笑
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

東方遊紙符伝
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